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1. はじめに

日本では、川や池でアユやアマゴなどの魚を養殖す

る内水面養殖が盛んに行われています。しかし近年、

カワウなどの鳥類による食害が深刻化し、養殖業者に

大きな被害をもたらしています。そこで私たちは、AI

による食害鳥の検出と放水による追い払いを実現する

システム「BIRDLOCK」を提案します。

2. システム概要

「BIRDLOCK」は、養殖場に設置した PTカメラから

得られる画像に対して AIで食害鳥を検出し、二軸 PT

機構により方向を定め、放水装置によって鳥の追い払

いを実現します。さらに追い払いの動作記録をクラウ

ドに保存し、LINE Botを通じて養殖業者に通知しま

す。これにより、食害鳥の追い払いによる被害削減を

実現します。

図 1 システム概要

3. 機能

3.1 食害鳥の検出

養殖場に設置した PT カメラで定期的に画像を取得

し、食害鳥を学習させた YOLOv8モデルで識別します。

この識別モデルは、食害鳥のみを学習しており、識別

スコアが高い場合に食害鳥と判断して放水を実施し、

追い払いを実現します。一方で、天然記念物などの鳥

はスコアが低くなるため、閾値以下の場合は放水を行

わないようにしてあります。さらに、安全性を確保す

るため、人を検知した場合は動作しません。

    図 2 鳥類の検出結果とスコア

3.2 食害鳥の追い払い

鳥が検出されると放水装置の制御を開始します。

カメラで取得した画像から

鳥までの距離と角度を計算

し、二軸 PT機構を用いて水の

発射角を調整します。調整

後、電磁弁を通じて水を放出

し、噴射を開始します。鳥が

カメラで検出されなくなる

と、動作を終了する仕組みに

なっています。 図３ 放水装置

3.3 記録・通知

追い払いの記録として自動

的に録画が開始されます。追い

払いが終了すると、映像はクラ

ウドに保存され、LINE Bot を

通じて養殖業者に追い払い映

像が通知されます。これによ

り、本システムによる追い払い

の効果を確認できます。 図４ LINE通知

4. おわりに

本システムの利用により、養殖場の持続的な維持管

理を効果的に実現させます。食害被害の軽減により、

生産の安定化を図り、養殖業者の収益を向上させます。
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1. はじめに

児童・生徒による学校清掃は道徳教育のため、多く

の学校で行われてきています。

しかし、多くの児童は掃除にやる気を持って取り組

めていないのが現状です。

一方でほうきは好きな児童が多く、ほうきを起点に

掃除という日常的な行為に報酬性と楽しさを加え、掃

除を楽しい体験に変える必要があります。

そこで私たちは、子供たちが自発的に取り組めるよう

になる体験拡張清掃システム「HAKUNE」を提案します。

2. 概要

HAKUNEは、ほうきの動きを音楽や映像に変換するシ

ステムです。掃く動作を音として再生し、さらに MR環

境下で現実の汚れを掃くことでキャラクターやオブジ

ェクトが登場します。これにより、掃除に創造性と達

成感を加え、児童が楽しみながら清掃に参加できるこ

とを目指します。

図 1.システムの流れ

3. システム構成

本システムは「ほうき型デバイス」と「アプリケー

ション」の二つで構成されます。ほうき型デバイスは

掃く動作を検出し音楽を生成、アプリケーションは音

や映像を統合して体験を拡張します。掃除中の動作デ

ータを記録し、演奏のようにセッションとして再生で

きる仕組みを備えています。

図 2.システム構成

4. ハードウェア

ほうき型デバイスには以下の機能を搭載しています。

・加速度センサ：掃く速度やリズムを検出

・Bluetoothモジュール：データをアプリへ送信

・マイコン：センサやスピーカーの制御

・スピーカー：生成した音をリアルタイム再生

装置はベルトで装着するため、さまざまなサイズの

ほうきに対応できます。さらに掃除の進行に応じて

3Dオブジェクトを表示することが可能です。

5. ソフトウェア

アプリケーションでは楽器を選択でき、掃く動作か

ら音を生成します。掃除後には演奏結果や動作データ

が表示され、複数回の掃除演奏を組み合わせてセッシ

ョンを行うこともできます。

また、掃除で現れたキャラクターや乗り物などのオ

ブジェクトは広場に集まり、成果として可視化されま

す。さらに、波形生成や AIによる補間を用いて音楽性

を高め、掃き動作のパターン認識により誤検出を抑制

する工夫も検討しています。

6. まとめ

HAKUNEは「ほうき×音楽×ゲーム」により、掃除を

単なる義務から創造的な活動へと変える新しいシステ

ムです。掃除動作を音楽やオブジェクト生成と結びつ

けることで、児童は楽しみながら達成感を得ることが

できます。今後は、導入コストを抑えた簡易版の開発

や、教育現場での実証実験を通じて実用化を目指しま

す。
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